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自治会事務局(第２自治会館) 業務時間 平日 ９時～１６時 土曜 ９時～１２時 日・祝日-休館

７
月
27
日(

土)

・
28
日(

日)

18
時
～
21
時(

両
日
と
も)

清
和
台
地
域
の
夏
の
風
物
詩
「
納
涼

祭
」
が
中
央
公
園
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

昨
年
は
台
風
12
号
の
影
響
を
受
け
、

天
候
不
良
の
た
め
中
止
し
ま
し
た
。

今
年
も
い
ろ
い
ろ
な
パ
フ
ォ
ー
マ
ン

ス
を
行
う
予
定
で
す
。
ま
た
、
近
隣
住

民
の
方
を
考
慮
し
、
終
了
時
間
が
早
く

な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
伴
い
、
自
治

会
主
催
の
お
楽
し
み
抽
選
会
の
時
間
も

早
く
な
っ
て
い
ま
す
。

詳
し
く
は
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

プ
ー
ル
で
遊
ぼ
う
‼体

育
部
会

夏
休
み
に
両
小
学
校
で
プ
ー
ル
開
放

が
始
ま
り
ま
す
。
友
達
と
一
緒
に
参
加

し
て
楽
し
く
遊
び
ま
し
ょ
う
。

期
間

７
月
22
日(

月)

～

８
月
８
日(

木)

土
・
日
休
み

参
加
票
に
は
、
毎
日
必
ず
保
護
者
の

「
印
」
を
押
し
て
も
ら
っ
て
く
だ
さ
い
。

※
押
印
が
な
い
と

プ
ー
ル
に
入
れ
ま
せ
ん
。

地
域
外
の
小
学

校
に
通
学
し
て
い

る
人
は
、
第
２
自

治
会
館
で
「
参
加

票
」
を
も
ら
っ
て

く
だ
さ
い
。

地
域
に
学
ぶ「
ト
ラ
イ
や
る
・

ウ
ィ
ー
ク
」
を
終
え
て

～
す
べ
て
の
皆
様
に
感
謝
～

清
和
台
中
学
校
校
長

上
中

敏
昭

「
こ
の
仕
事
に
就
き
た
い
と
思
っ
た
」

「
仕
事
の
大
切
さ
と
、
し
ん
ど
さ
を
学

ん
だ
」
「
お
客
さ
ん
か
ら
み
え
な
い
と

こ
ろ
で
も
、
忙
し
く
働
い
て
い
る
人
の

頑
張
り
が
見
え
た
」
「
元
気
な
声
で
返

事
や
挨
拶
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
」

こ
れ
は
、
生
徒
の
感
想
の
一
部
で
す
。

生
徒
に
と
っ
て
は
、
学
校
を
離
れ
地

域
の
事
業
所
で
働
く
こ
と
の
意
義
や
厳

し
さ
を
学
ぶ
貴
重
な
体
験
の
場
で
し
た
。

同
時
に
、
地
域
の
人
々
の
温
か
さ
を
肌

で
感
じ
、
ふ
る
さ
と
の
良
さ
に
触
れ
る

機
会
に
な
り
、
社
会
の
一
員
と
し
て
深

ま
り
と
幅
広
い
学
び
の
５
日
間
と
な
り

ま
し
た
。

ト
ラ
イ
や
る
・
ウ
ィ
ー
ク
を
通
し
て
、

自
分
で
で
き
る
こ
と
に
挑
戦
し
、
人
の

た
め
に
何
が
で
き
る
か
を
考
え
実
践
し
、

地
域
に
貢
献
す
る
な
ど
、
社
会
で
自
立

的
に
生
き
る
基
礎
を
確
か
な
も
の
に
し

て
ほ
し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

本
年
度
22
回
目
の
「
ト
ラ
イ
や
る
・

ウ
ィ
ー
ク
」
を
終
え
て
、
こ
れ
ま
で
ご

協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
全
て
の
皆
様

に
あ
ら
た
め
て
感
謝
し
、
繋
げ
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

８
月
13
日(

火)

～
16
日(

金)

自
治
会
事
務
局

夏
休
み



役
員
会
だ
よ
り
（
４
１
３
号
）

開
催
６
月
16
日

［
議
題
報
告
事
項
］

・
市
役
所
訪
問
（
既
報
）

・
３
自
治
会
情
報
交
換
会
（
４
面
参
照
）

・
猪
名
川
物
流
セ
ン
タ
ー
粉
塵
対
策

・
西
３
丁
目
上
水
道
配
水
池
工
事

昨
年
よ
り
始
ま
っ
た
配
水
池
２
基

の
内
、
１
基
建
替
え
完
了

併
せ
て
給
配
水
管
の
入
替
工
事
が

実
施
さ
れ
ま
す

・
納
涼
祭
の
協
力
者
要
請

・
ブ
ロ
ッ
ク
会
議
（
３
面
参
照
）

・
定
時
総
会
、
役
員
会
の
要
望
事
項

①
シ
ョ
ガ
平
公
園
の
土
砂
流
出

→

修
復
工
事
完
了

②
中
央
公
園
東
の
樹
木
剪
定

→

公
園
緑
地
課
に
依
頼

③
西
５
防
火
水
槽
の
除
草

→

消
防
署
に
依
頼

④
東
１
空
家
の
雑
草

→

住
宅
政
策
室
に
依
頼

⑤
西
５
宅
地
の
草
木

→

道
路
管
理
課
に
依
頼

⑥
資
源
回
収
事
業
の
問
題
点

→

時
間
が
遅
く
な
っ
て
も
回
収
し

ま
す
の
で
ご
了
承
を

→

ア
ル
ミ
缶
に
ス
チ
ー
ル
缶
を
混

入
し
な
い
よ
う
協
力
願
い
ま
す

・
大
規
模
公
園
草
刈
り

（
中
央
・
東
池
・
下
大
畑
・
四
季
小
径
）

→

市
が
６
月
中
に
実
施

・
公
園
ゴ
ミ
箱
撤
去

→

市
よ
り
予
算
、
業
者
と
の
契
約

も
あ
り
即
撤
去
は
不
可

暫
く
猶
予
く
だ
さ
い

［
各
部
報
告
］

（
総
務
部
）

・
５
月
度
、
部
長
会
・
役
員
会
の
会
場

設
営
、
議
事
録
作
成

（
広
報
部
）

・
「
せ
い
わ
だ
い
に
ゅ
～
す
」

２
８
９
号
発
行

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
ア
ッ
プ

・
各
会
館
掲
示
板
管
理

（
環
境
部
）

・
公
園
管
理

公
園
ベ
ン
チ
、
遊
具
等
点
検

不
良
個
所
→
公
園
緑
地
課
に
連
絡

・
資
源
回
収
事
業

５
月
度

５
１
・
０
２
ト
ン

（
前
年
比

１
０
２
・
２
％
）

（
福
祉
・
保
健
部
）

・
５
月
度
慶
弔
関
係

結
婚

３
件

新
生
児
誕
生

３
件

お
悔
み

６
件

・
敬
老
の
お
祝
い

準
備

・
日
赤
社
資

募
集
準
備

（
文
教
部
）

・
あ
い
さ
つ
運
動
の
横
断
幕
、
幟
点
検

・
人
形
劇
の
開
催
準
備

（
３
面
参
照
）

（
体
育
部
）

・
納
涼
祭
の
抽
選
会
景
品
準
備
中

当
日
を
お
楽
し
み
に
！

（
安
全
部
）

・
夜
間
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル

応
援
者
名
簿
作
成

協
力
依
頼

・
青
パ
ト
講
習
会
（
３
面
参
照
）

・
幸(
㏇)

‐
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

年
間
予
定
表
作
成

各
部
に
参
加
協
力
要
請

・
西
３
用
水
路
沿
い
の
歩
道
破
損

→

安
全
部
で
応
急
補
修
し
、
道
路

管
理
課
に
連
絡

・
西
４

２
階
に
置
か
れ
た
自
転
車

危
険
を
感
じ
そ
の
お
宅
に
状
況
確
認

→

問
題
な
し

・
交
番
だ
よ
り

①
刑
法
犯

自
転
車
盗

東
５

置
引
き

西
４

（
会
館
運
営
部
）

・
第
１
自
治
会
館

玄
関
マ
ッ
ト
用
フ
ッ
ク
破
損
→
修
理

女
子
ト
イ
レ
水
洗
レ
バ
ー
脱
落

→

業
者
に
よ
り
修
理

・
第
２
自
治
会
館

扉
ネ
ジ
脱
落

→

修
理

事
務
局
窓
口
付
近
の
壁
材
剝
れ

→

業
者
に
依
頼
、
修
理

・
第
３
自
治
会
館

ホ
ワ
イ
ト
ボ
ー
ド
交
換

・
第
４
自
治
会
館

窓
施
錠
忘
れ
あ
り(

利
用
者
に
注
意)

・
第
５
自
治
会
館

門
扉
フ
ェ
ン
ス
故
障

→

修
理

せいわだいにゅ～す 令和元年７月１４日（２）



開催日 区　域 集　合 時　間

21日(日) 東１～３ 上大畑 午後４時

27日(土) 東４～５ 雨堤公園 午後４時

28日(日) 西３～５ 西駒谷 午前10時

　　※８月は、各地区ともお休みです

総
務
部

６
月
９
日
に
第
１
、
第
２
、
６
月

15
日
に
第
３
、
第
４
の
各
自
治
会
館

で
開
催
し
、
延
べ
１
８
３
名
の
方
が

参
加
さ
れ
ま
し
た
。

民
生
児
童
委
員
、
主
任
児
童
委
員

の
紹
介
と
地
域
見
守
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
へ
の
協
力
依
頼
、
災
害
時
要
援
護

者
支
援
協
力
の
呼
び
か
け
が
あ
り
ま

し
た
。

「
地
区
別
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
」
で
は
、

各
地
区
の
課
題
や
自
治
会
へ
の
要
望

な
ど
、
数
多
く
の
貴
重
な
ご
意
見
を

い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。
今
後
の
自
治
会
活
動
に
役
立

て
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

最
後
に
避
難
訓
練
と
消
火
器
の
取

り
扱
い
訓
練
を
し
て
終
了
し
ま
し
た
。

な
お
、
清
和
台
で
生
活
さ
れ
て
い

て
気
付
か
れ
た
こ
と
、
ご
要
望
ご
意

見
な
ど
あ
り
ま
し
た
ら
、
些
細
な
こ

と
で
も
構
い
ま
せ
ん
、
自
治
会
事
務

局
窓
口
へ
連
絡
く
だ
さ
い
。

第
５
地
区(

住
宅
団
地)

は
６
月
22

日
団
地
集
会
所
で
開
催
し
ま
し
た
。

文
教
部

好
評
の
人
形
劇
、
今
年
は
『
ふ
し

ぎ
な
ブ
ラ
ッ
ク
ボ
ッ
ク
ス
』
で
す
。

「
座
・
ぱ
ぴ
ぷ
ぺ
ぽ
」
の
人
形
劇
で
、

小
さ
な
お
子
様
か
ら
お
年
寄
り
の
方

ま
で
、
幅
広
く
楽
し
め
ま
す
。

当
日
は
「
き
ん
た
く
ん
」
と
の
お

楽
し
み
ジ
ャ
ン
ケ
ン
大
会
も
予
定
し

て
い
ま
す
。

夏
休
み
最
後
の
思
い
出
作
り
に
ぜ

ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

日
時

８
月
24
日(
土)

11
時
～
12
時(
開
場
10
時
30
分)

会
場

第
２
自
治
会
館

＊
参
加
費
無
料
・
事
前
申
込
不
要

駐
車
場
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
必

ず
徒
歩
も
し
く
は
自
転
車
で
お
越
し

く
だ
さ
い
。

安
全
部

6
月
26
日
、
14
時
か
ら
第
２
自
治

会
館
で
開
催
、
54
名
が
聴
講
さ
れ
ま

し
た
。

交
通
安
全
講
演
で
は
、
県
警
に
１

セ
ッ
ト
し
か
な
い
Ｋ
Ｙ
Ｔ
（
危
険
・

予
知
・
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
）
が
で
き
る

ソ
フ
ト
を
使
い
、
出
席
者
参
加
型
の

講
習
を
し
て
い
た
だ
き
、
と
て
も
分

か
り
や
す
く
、
安
全
運
転
の
再
確
認

が
で
き
ま
し
た
。

防
犯
講
演
で
は
、
清
和
台
で
も
振

り
込
め
詐
欺
の
電
話
が
増
え
て
い
る

と
の
こ
と
で
、
事
例
を
面
白
お
か
し

く
説
明
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

青
パ
ト
講
習
は
活
動
マ
ニ
ュ
ア
ル

に
従
っ
て
説
明
さ
れ
、
こ
の
講
習
を

受
講
し
、
実
施
者
証
を
も
ら
っ
た
人

し
か
運
転
で
き
な
い
こ
と
、
交
通
規

則
を
守
り
、
決
し
て
無
理
は
し
な
い

こ
と
等
を
強
調
さ
れ
ま
し
た
。

今
後
と
も
、
安
心
・
安
全
な
街
づ

く
り
の
た
め
、
皆
様
の
ご
協
力
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

７
月
20
日(

土)

「
サ
ッ
カ
ー
教
室
」

(

南
小)

は
、
都
合
に
よ
り
中
止

ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
21
清
和
台

（３） せいわだいにゅ～す 令和元年７月１４日

幸(㏇)‐ウォーキング 安全部・環境部
【 ７月予定 】

※ 約1時間ほど、ゴミ拾いを兼ね

歩きながらパトロールをします。 (雨天中止)
※「健幸マイレージ」対象行事です

新
入
会
員

６
月
度

(

敬
称
略)

田
中

瑞
枝

東
５

長
田

真
幸

東
２

お
知
ら
せ

上
期
ブ
ロ
ッ
ク
会
議

交
通
・
防
犯
・
青
パ
ト

講
習
会



新聞紙・雑紙・ダンボール・アルミ缶・衣類

回収日

Ａ 西１、西２-１・４・５・６ １・15日

Ｂ1 西２-２・３・７、西３ ９・23日

Ｂ2 西４、西５ ２・16日

Ｃ 東１、東２-３・４ 12・26日

Ｄ 東２-１・２、東３ 10・24日

Ｅ 東４、東５ ３・17日

Ｆ 住宅団地、石道、ライオンズM ９・23日

ブロック・地番名

川
西
市
は
、
６
月
か
ら
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

組
織
の
活
性
化
に
向
け
「
市
外
に
暮
ら

し
て
い
る
方
々
の
ふ
る
さ
と
や
ご
家
族

へ
の
思
い
」
を
地
域
の
支
援
に
つ
な
げ

る
「
ふ
る
さ
と
支
援
金
」
制
度
を
ふ
る

さ
と
納
税
の
中
で
始
め
ま
し
た
。

ふ
る
さ
と
納
税
の
使
い
道
を
市
外
在

住
の
方
に
限
っ
て
、
各
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

組
織
を
指
定
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
り

ま
し
た
。

ご
家
族
、
親
戚
、
友
人
な
ど
お
知
り

合
い
で
市
外
に
居
住
さ
れ
て
い
る
方
が

お
ら
れ
ま
し
た
ら
、
ぜ
ひ
Ｐ
Ｒ
し
て
く

だ
さ
い
。

清
和
台
の
納
涼

祭
も
地
域
住
民
の

交
流
と
親
睦
、
並

び
に
三
世
代
交
流

事
業
と
し
て
発
展

し
て
き
ま
し
た
。

ふ
る
さ
と
づ
く

り
の
た
め
「
ふ
る

さ
と
支
援
金
」
を

活
用
し
、
納
涼
祭

を
よ
り
一
層
賑
や

か
な
行
事
に
し
た

い
と
思
い
ま
す
。

地
域
の
ま
ち
づ
く
り
発
展
の
た
め
に

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

詳
細
は
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載

さ
れ
て
い
ま
す
。

６
月
23
日
、
大
和
自
治
会
主
催
で
開

催
さ
れ
、
清
和
台
か
ら
は
、
会
長
以
下

計
８
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

今
回
の
議
題
と
し
て
、

①
総
会
の
主
要
事
案
に
つ
い
て
の
報
告

②
迷
惑
樹
木
・
空
き
家
空
き
地
問
題
の

対
処
法

③
災
害
対
策
等
と
防
災
会
と
の
関
係

④
新
名
神
開
通
に
伴
い
道
路
管
理
（
行

政
へ
の
要
望
）

な
ど
有
意
義
な
情
報
交
換
会
と
な
り
ま

し
た
。

こ
の
地
域
を
、
若
い
世
代
に
選
ば
れ

る
ま
ち
に
す
る
た
め
に
は
具
体
的
に
何

を
す
れ
ば
よ
い
か
な
ど
、
今
後
ま
だ
ま

だ
議
論
を
交
わ
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

問
題
も
あ
り
ま
す
。

皆
さ
ん
の
ご
意
見
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。

清
和
台
中
学
校

本
校
で
は
、
夏
休
み
に
「
夏
季
学
習

会
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。

教
科
は
、
数
学
、
英
語
で
す
。

基
礎
学
力
の
定
着
を
目
的
と
し
た
学

習
会
で
す
。

期

間

７
月
22
日(

月)

～
26
日(

金)

時

間

午
前
８
時
20
分
～
10
時
15
分

こ
の
「
夏
季
学
習
会
」
の
『
学
習
指

導
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
』
を
募
集
し
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
ご
協
力
お
願
い
し
ま
す
。

問
合
せ
・
連
絡
先

清
和
台
中
学
校

教
頭

下
内

卓
夫

☎

７
９
９
‐
３
４
１
８

い
つ
ま
で
も
楽
し
め
る
ス
ポ
ー
ツ
で

身
も
心
も
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
！

高
校
生
～
熟
年
～
高
齢
者
ま
で
楽
し

く
や
っ
て
ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

21
清
和
台
の
教
室
も

あ
り
ま
す
。

活
動
日

土
・
日
・
祝
日

場

所

清
和
台
南
小
学
校
コ
ー
ト

会

費

年
間

３
、
６
０
０
円

入
会
金

１
５
、
０
０
０
円

問
合
せ

池
田

０
９
０
‐
７
７
５
５
‐
３
６
８
６

せいわだいにゅ～す 令和元年７月１４日（４）

清
和
台
テ
ニ
ス
ク
ラ
ブ

部
員
募
集

お

願

い

お
詫
び
と
訂
正

先
月
号
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。

お
詫
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。

(

正)

こ
ん
に
ち
は

あ
か
ち
ゃ
ん

５
月

山
本

真
以
ち
ゃ
ん

西
２

ま

い

(

誤)

ご
結
婚
お
め
で
と
う

３
自
治
会
情
報
交
換
会

♳ ８月度 資源回収カレンダー

ゴミの削減と資源の有効活用に

ご協力ください。



（５） せいわだいにゅ～す 令和元年７月１４日

ふ
れ
あ
い
広
場

日

時

８
月
７
日
（
水
）

11
時
～
15
時
30
分

場

所

友
楽
園

サ
ロ
ン

11
時
～

夏
休
み
子
ど
も
企
画

焼
き
そ
ば
パ
ー
テ
ィ

折
り
紙
教
室

そ
の
他

お
し
ゃ
べ
り

ネ
イ
ル
体
験

映

画

13
時
～

『
ペ
イ
ル

ラ
イ
ダ
ー
』

ク
リ
ン
ト
・
イ
ー
ス
ト
ウ
ッ
ド

マ
イ
ケ
ル
・
モ
リ
ア
ー
テ
ィ

※
昼
休
み
に
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

相
談
窓
口
、
介
護
等
相
談
コ
ー
ナ
ー

を
開
設
し
て
い
ま
す

（
飲
み
物
は
用
意
し
て
い
ま
す

昼
食
は
各
自
ご
用
意
下
さ
い
）

清
和
台助

け
合
い
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

皆
さ
ん
の
「
ち
ょ
っ
と
し
た
困
り

事
」
を
支
援
す
る
人
、
支
援
を
受
け

た
い
人
の
登
録
を
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。ご

協
力
い
た
だ
け
る
方
は
、
左
記

く
ら
し
の
相
談
窓
口
「
こ
こ
ろ
」

に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

（
詳
細
は
、
挟
み
込
み
を
ご
覧
く

だ
さ
い
）

『
草
引
き
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
さ
ん
』

急
募
中
!!

く
ら
し
の
相
談
窓
口
「
こ
こ
ろ
」

第
２
自
治
会
館
内

Ｔ
Ｅ
Ｌ

７
９
９
‐
２
９
４
０

フ

ク

シ

マ

ル

Ｆ
Ａ
Ｘ

７
９
９
‐
２
９
４
１

福

祉

だ

よ

り

手をつなぎ こころ育てる 福祉の輪・話・和
わ わ わ

お悔やみ （敬称略）

八田 光子 東４

柳橋 多津子 西３

桒田 ヨシ子 西４

田島 輝雄 東１

大木 靜子 西５

肥塚 静子 東５

中村 浩 西４

あっ!! 空き家の近くに不審な車が･････

あっ!! 空き家の敷地内に不審な人が･････

このように、管内では『空き家』に対する侵入被害

が増加中。空家の敷地内に人が侵入していれば、

110番通報してください!!

※ 不審な人や車を見かけたら、すぐに110番通報を

その際、不審者（車）の特徴・ナンバー・服装等

を伝えてください。

※ 不審な情報を耳にすれば、最寄の交番・川西署へ

連絡を!!

地域住民皆さんの「目」が大切です。

川西警察 電話 755-0110

今年も暑い日が続くと予想さ

れます。

今までにも、畑でのマムシ出

没情報はありましたが、最近

「東１-５付近でも、マムシが出た」

との情報があります。

くれぐれも草むら

や茂みに入らないよ

うに気を付けましょ

う。

マムシに注意‼



せいわだいにゅ～す 令和元年７月１４日（６）

六

赤
松
小
学
校

皆さんは血圧変動することはご存知でしょ

うか。寒冷刺激で血圧が平均20～30mmHg程度

上昇するという裏には、血圧が上昇しない人

と、とんでもなく上昇する人がいるというこ

とを示しているのです。

当院でも15度の室内では血圧が120mmHg程

度の方が寒冷刺激で200mmHg程度、その後歩

行すると270mmHgまで上昇しました。冬に血

圧が上昇する方は外出時にはゆっくり歩くな

どの対策をする必要があり、冬の血圧測定で

は、自分の血圧が寒冷刺激でどの程度上昇す

るかを知るために、必ず一度は寒いところで

測定する必要があります。

寒冷刺激以外でも血圧が上昇する原因はさ

まざまで、平均すれば軽度ですが個人差があ

ります。当院では高血圧でない方が、不眠、

ストレス、痛みが原因で200mmHgまで上昇し、

受診されました。

それぞれ、睡眠薬、抗不安薬、鎮痛薬を処方

し、すぐに血圧は改善しました。

これらの方の日頃の血圧は正常ですが、血

圧が200mmHg程度まで上昇している時間帯が

あり、その血圧上昇による血管障害のため、

血管が柔軟性を失い、血圧変動が激しくなっ

ている可能性があります。よく、自分の血圧

は140程度と言っている方がおられますが、

力んだ時や急いだ時に血圧が200mmHg以上に

なり、血管が柔軟性を失っている可能性があ

ります。

当院では２人、自宅血圧130mmHg程度なの

に、寒い日に気張ったとたん、血管が切れて

しまいました。脳内出血等を発症しないため

に、血圧は変動すること、自分の血圧はどん

な原因で変動するかを知ることが重要です。

次回はピロリ菌についてです。

杉田クリニック 杉田 隆彰

診察室からⅡ（57） 血圧変動

私
の
故
郷
豊
浜
は
沿
海
漁
業

が
盛
ん
な
知
多
半
島
の
豊
浜
で

す
。
名
古
屋
市
か
ら
長
靴
の
よ

う
に
伸
び
て
い
る
半
島
の
先
端

に
あ
り
ま
す
。
私
は
18
歳
の
時
に
故
郷
を

離
れ
ま
し
た
の
で
60
数
年
前
に
過
ご
し
た

故
郷
を
紹
介
い
た
し
ま
す
。

昭
和
20
年
８
月
の
終
戦
当
時
は
小
学
校

４
年
生
で
、
小
・
中
学
校
で
は
野
球
漬
け

の
毎
日
で
し
た
。
漁
師
町
で
し
た
の
で
中

学
時
代
か
ら
伝
馬
船
を
漕
い
で
海
に
出
て

鯵
や
鯖
を
一
杯
釣
り
ま
し
た
。
大
潮
の
時

に
は
１
ｍ
も
潜
れ
ば
サ
ザ
エ
が
沢
山
取
れ
、

あ
る
時
１
１
０
個
も
取
り
ま
し
た
。

当
時
は
鯛
網
漁
が
盛
ん
で
、
大
漁
の
時

に
は
漁
船
が
大
漁
旗
を
掲
げ
、
満
艦
飾
で

意
気
揚
々
と
帰
港
し
て
い
た
の
が
目
に
浮

か
び
ま
す
。
毎
年
７
月
に
行
わ
れ
る
豊
浜

鯛
祭
り
も
有
名
で
大
小
の
張
り
ぼ
て
の
鯛

５
匹
が
町
内
や
海
を
練
り
ま
わ
り
ま
す
。

盆
踊
り
も
盛
ん
で
毎
年
８
月
13
日
か
ら

４
日
間
は
殆
ど
徹
夜
で
踊
っ
た
の
も
懐
か

し
い
思
い
出
で
す
。
豊
浜
中
学
校
は
相
撲

が
強
く
、
県
内
で
は
毎
年
優
勝
候
補
で
し

た
。
珍
し
い
貝
殻
公
園
も
あ
り
、
鮮

魚
料
理
で
有
名
な
マ
ル
ハ
食
堂
が
あ
っ

て
、
お
客
が
沢
山
訪
れ
ま
す
。

半
田
高
校
に
進
学
し
、
当
時
の
日

本
は
卓
球
が
強
か
っ
た
の
で
卓
球
に

興
味
を
持
ち
、
毎
日
３
時
間
の
練
習

を
し
て
い
ま
し
た
。
半
田
市
は
ミ
ツ

カ
ン
酢
の
産
地
で
あ
り
、
酒
は
「
国

盛
」
が
有
名
で
す
。
ま
た
「
ご
ん
き
つ
ね
」

作
者
新
美
南
吉
が
生
ま
れ
て
お
り
、
半
田

高
校
か
ら
は
第
13
代
経
団
連
会
長
榊
原
定

征
氏
を
輩
出
し
て
い
ま
す
。

7
月
17
日
に
部
分
月
食
が
見
ら
れ
る
と

お
知
ら
せ
し
ま
し
た
が
、
月
食
が
始
ま
る

時
点
で
は
す
で
に
月
は
西
に
没
し
て
い
る

た
め
関
西
で
は
見
ら
れ
ま
せ
ん
。
訂
正
し

て
お
詫
び
し
ま
す
。

み
ず
が
め
座
δ
流
星
群

極
大
7
月
28
日

み
ず
が
め
座
は
28
日
20
時
頃
に
東
の
空

に
昇
っ
て
き
ま
す
が
、
流
星
は
全
天
の
ど

こ
に
で
も
現
れ
ま
す
。
明
る
い
光
が
目
に

入
ら
ず
広
く
夜
空
を
見
渡
せ
る
場
所
で
観

測
し
て
く
だ
さ
い
。
日
没
か
ら
月
の
出
の

夜
半
過
ぎ
ま
で
観
測
で
き
ま
す
。
28
日
の

前
後
数
日
間
は
観
測
し
て
み
て
下
さ
い
。

私

の

故

郷

天
文
イ
ベ
ン
ト

西
３
‐
２

石
黒

聖
啓

愛
知
県
知
多
郡
南
知
多
町

鯛祭り

西
２

瀬
尾


